生活衛生豆知識№38

覚えておきたい使用水による事故
使用水による事故は大変多くありますが、特に覚えておきたい事故の発生要因、病因物質及び患者数などをまとめました。
昭和１２年９月福岡県大牟田市水道　　

水源井戸の管理人家族５人とも赤痢菌保菌者で、発生前に発熱、粘液便下痢の治療していた。管理人家族の洗濯水が送水管に流入して、濾過池より配水値を経て、市内の各給水栓に給水されたと考察された。しかし、水道水から赤痢菌が検出されず、発生地域に偏りがあり、水道水が原因では無いとの報告がある。病因物質は赤痢菌、患者数は13,416人（ 推定患者 17,300人、大牟田市の人口は薬１１万人）、死亡者はは626人。

昭和２８年６月千葉県茂原市水道

豪雨により、水田地帯に隣接した水道水の集水渠（みぞ、ほり割）が破損して汚水が流入したのと、塩素消毒器が故障していたためであった。自覚症状は軽微で、他症状も軽い。軽症の小腸炎が中心となり、僅かに胃炎と合併した症状となっていた。病因物質は茂原下痢症ウイルス、患者数は7,191人以上（市民の約16％）。  
昭和５７年１０月札幌市豊平区の大型量販店

開店直後に発生。建設工事の際、店舗床下の雑汚水排水管の掃除用蓋が付け忘れられていた。開店直時に多数の客が入店し、便所の使用も多くなり汚水が流れ出て、地中の井戸ピット（給水管の周りに隙間があった）へ流入し、ピットから井戸へ混入したと考えられた。塩素消毒器の薬液注入管２本のうち１本が破損していた。病因物質は病原性大腸菌及びカンピロバクター、患者数は7,751人
平成２年１０月埼玉県浦和市の幼稚園

井戸は浅井戸で、開口部は瓦１枚が載せてあるのみで隙間があった。井戸の８０cmのところには汚水舛、4.7ｍのところには汚水槽があった。双方からの漏水が井戸水を汚染したと考えられた。滅菌装置は未設置であった。病因物質は腸管出血性大腸菌（Ｏ157：Ｈ７）、患者数は258人、死亡者数２人、腸管出血性大腸菌（Ｏ157：Ｈ７）の集団感染としては国内初めての事例であった。

平成８年６月埼玉県入間郡の水道

河川の伏流水を取水し、混和池で凝集（発生時は凝集剤を使用していなかった）沈澱処理後、急速濾過し浄水池で塩素消毒をして配水していた。平年に比べて降雨が少なく渇水のため、河川の原虫が濃縮されたと推定された。そして、取水上流、0.4Kmと1.2Kmに２か所の農業集落排水処理施設があり、そこでの不適切な浄水処理により河川が汚染されたと考えられた。病因物質はクリプトスポリジウム、発症者数は8,705人、感染者数は9,140人、クリプトスポリジウムの集団感染としては国内最大の事例。
平成１０年５月長崎市の大学

使用水の井戸近くに汚水管が通っていて、マンホールと汚水管との接合部分の隙間から汚水が流れ出し、井戸を汚染した。塩素滅菌用薬剤の投入を忘れたため、使用水が殺菌されずに供給された。深井戸であり、深井戸の場合、不透水層より上部の砂礫層からは取水されないはずであり、井戸に構造的な問題として、井戸上部にヒビ割れがあったと考えられた。塩分濃度14％の食塩水を使い原因調査をした。病因物質は赤痢菌、有症者数は821人。

＊使用水の管理は環境衛生、食品衛生の基本です。
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